南極地域観測第Ⅸ期計画

一般研究観測申請書
国立極地研究所

一般研究観測の位置づけ：研究者の自由な発想をベースとし、極地の特色を生かした比較的短期間に集中して実施する研究観測です。国立極地研究所の共同研究観測として扱いますが、研究観測代表者は国立極地研究所に所属する研究者である必要はありません。また、計画提案の時点で国立極地研究所に当該研究分野の研究者がいるかどうかは問いません。
計画年数：第Ⅸ期計画（平成28年度～33年度）の6年間のうち、平成30年度～平成33年度（第60次～第63次）のうち、原則、2年度（2隊次）以内を対象とします。
—入力事項—
1. 研究観測代表者情報

	研究観測代表者
	氏名
	

	
	氏名(ローマ字)
	
	職名
	

	
	研究者番号
	

	
	E-Mail
	

	所属機関・部署
	

	所属先住所・

電話番号
	〒
☎

	南極観測参加歴
	


	極地研所内対応者
	氏名
	

	
	氏名(ローマ字)
	
	職名
	

	
	E-Mail
	


極地研対応者については、極地研以外に所属する代表者の申請で、極地研対応者が決定している場合、記入する。未定の場合の対応教員は、極地研で設定するため記入不要。
2. 研究組織および役割分担（代表者・分担者）　
	
	氏名
	所属
	職名
	役割分担
	南極観測
参加歴
	参加予定
（有無）

	1
	
	
	
	
	
	

	2
	
	
	
	
	
	

	3
	
	
	
	
	
	

	4
	
	
	
	
	
	

	5
	
	
	
	
	
	

	6
	
	
	
	
	
	

	7
	
	
	
	
	
	

	8
	
	
	
	
	
	

	9
	
	
	
	
	
	

	10
	
	
	
	
	
	


※記入欄が足りない場合は適宜、行を追加すること。
※南極参加歴は、「隊次」を記入し、参加歴がない場合は「未参加」と記入すること。
3. 研究観測計画概要　
	
	課題番号
	【記入不要】

	課題名（和文）
	

	課題名（英文）
	


	キーワード(4つ)
	
	
	
	


	実施希望年度
	　平成３０年度（第６０次）　・　平成３１年度（第６１次）
平成３２年度（第６２次）　・　平成３３年度（第６３次）
※原則、２年度（２隊次）以内。単年度、及び、連続しない２年度
（２隊次）での実施を含む。実施年度を◯で囲むこと。

	対象域・時期・期間
	（海洋・氷海・沿岸・露岩域・内陸・基地観測等、年・季節・月等、複数記入可）



	研究観測の目的

(1,000字以内)
	

	研究観測の特色

(1,000字以内)
	

	期待される成果

(500字以内)
	　



	準備状況の概要

(500字以内)
	

	現在実施中の一般・萌芽研究観測との関連があれば相違点・継続性等について記載(500字以内)
	


4. 研究観測年次計画概要
	年度
	計画概要　(年度毎に500字程度)
	観測参加隊員数※

	(隊次)
	
	夏隊
	越冬隊

	平成  年度
(第　次)
	
	
	

	平成  年度
(第  次)
	
	
	


※計画年度は、原則、２年度（２隊次）以内とし、夏隊、越冬隊に分けて観測参加隊員数を記入すること。越冬隊参加者は、上記に記入した年度の１１月末頃から翌年度の３月まで、約１年４ヶ月、隊員として観測等に従事することとなる。
※採択後、派遣する隊員を速やかに確定する必要がある。なお、隊員は国立極地研究所での雇　用は保証しない。

※計画期間は、原則、２年度（２隊次）以内であるが、それを超える場合は、適宜、行を追加し記入するとともに、当該理由について、「３．研究観測計画概要」の「研究観測の目的」欄に必ず明記すること。
5. 研究観測経費の年次計画概要（単位：千円）
	年度

(隊次)
	設備備品費
	消耗品費
	その他
	計画額の合計

	平成  年度

(  次)
	計    　千円

(内訳概要）
	計    　千円

(内訳概要）

	計    　千円

(内訳概要）


	千円

	平成  年度

(  次)
	計　   千円

(内訳概要）
	計    千円

(内訳概要）

	計    千円

(内訳概要）
	千円


・（内訳概要）として、「設備備品」は装置名等を、「その他」は、旅費、役務費等（内容）を記入すること。
・航空機による人員物資輸送経費は上記には含めないこと（「６．設営面その他の概要」を参照）。

・１課題の予算上限として、１年あたり５００万円、２年総額１０００万円を原則とする。
・２年を超える場合には、適宜、行を追加して記入すること。予算上限として、１年あたり５００万円、実施年数に５００万を乗じた額が総額となるよう調整すること。
	研究観測経費の妥当性・必要性(500字以内)
	


・観測規模や観測体制をふまえて研究観測経費の妥当性、必要性、積算根拠などについて記述すること。
・特に前述の予算上限を超える申請に関しては、その申請も受け付けるが、当該年度の観測事業予算配分計画全体に関わるため、その必要性について、ピアレビューおよび採否審議において特に詳しく検討を行うので、その理由を必ず記述すること。
	外部資金の申請・獲得状況(500字以内)
	


・本申請と関連する科学研究費補助金などの申請や獲得の状況について記述すること。
・獲得状況について確認等を行う場合がある。
6. 設営面その他の概要

	計画実施に必要と考えられる設営支援の概要
（電力、雪上車、大型物資の輸送、ヘリコプターによる人員・物資輸送、支援担当隊員等について、現在考えられる範囲で記入）
	

	南極地域の環境の保護に関する法律(参考資料)に対する配慮について
	

	ヒト遺伝子解析研究､相手方の同意･協力や社会的コンセンサス等を必要とする研究、生命倫理に対する取組が必要とされている研究に該当する場合は､その対策と措置
	

	航空機を利用した人員・物資の輸送を希望する場合、その人数、物資量、輸送時期及び経路
	


7. 審査希望分野
対応する区分を■にしてください。複数の場合には、■のあとの【　】に希望優先分野順に番号を振ること。
□【　】宙空圏、□【　】気水圏、□【　】地圏、□【　】生物圏、□【　】その他（※）
※その他の分野を希望される場合には、申請前に必ずお問い合わせください。
＜問い合わせ先＞
〒190-8518 東京都立川市緑町10-3
国立極地研究所 南極観測センター 研究支援・環境保護チーム
　TEL:042-512-0786　FAX:042-528-3563　E-mail: ant-kenkyu@nipr.ac.jp

8. 研究観測代表者および分担者の主要研究業績
過去5年以内に発表した研究課題に関連した学術研究論文、学術研究著書（教科書、学会抄録、講演要旨は除く）を現在から順に発表年次を過去にさかのぼって合計5編以内で記入すること。
	


9. 研究観測課題の科学的意義について評価できる研究者
３名以内で記載すること。
	氏名
	所属
	役職等
	メールアドレス

	
	
	
	


・その他、必要に応じて図や詳しい説明資料等があれば添付すること。但し、1回の
Emailで受信可能な容量は10MBなので、分割や圧縮等を行うこと。

2

